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市
長
は
、「
清
潔
・
公

平
・
市
民
と
歩
む
信
頼
の
市
政
、

活
気
・
活
力
の
市
政
」
を
信
条
に

市
政
の
舵
取
り
を
さ
れ
て
き
た

が
、
本
市
の
財
政
状
況
は
危
機

的
状
況
で
あ
る
。
こ
の
状
況
下

に
お
け
る
市
の
ト
ッ
プ
と
し
て

の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

平
成
11
年
に
市
長
に
就

任
し
て
以
来
、残
さ
れ
た
都
市
機

能
の
整
備
、安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
や
市
民
の
皆

さ
ん
の
市
政
へ
の
参
加
・
参
画
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
き
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
本
年
度

実
施
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

「
住
み
や
す
さ
満
足
度
」で
は
、

「
満
足
」「
や
や
満
足
」が
65
・
9
％

に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
三
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
を

評
価
い
た
だ
い
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。
し
か
し
、
三
田
市
の
財
政

状
況
は
危
機
的
状
況
で
あ
る
た

め
、
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
を

行
う
こ
と
が
私
に
課
せ
ら
れ
た

使
命
で
あ
る
。

次
に
、
第
3
次
総
合
計
画
の

後
期
重
点
戦
略
で
あ
る
が
、
三

田
を
活
気
と
活
力
あ
ふ
れ
る
市

に
す
る
た
め
、
若
者
世
代
が
定

着
す
る
環
境
づ
く
り
と
し
て「
子

育
て
支
援
や
教
育
の
充
実
」、「
雇

用
の
場
の
確
保
」を
行
う
。
将
来

を
見
す
え
、「
人
と
自
然
が
輝
く

ま
ち
三
田
」の
実
現
に
向
け
て
、

市
政
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
長
は
、
業
者
と
の
一

泊
ゴ
ル
フ
旅
行
に
み
ら
れ
る
「
規

律
性
」
の
な
さ
、
三
田
地
域
振
興

株
式
会
社
の
問
題
に
対
す
る
原

因
究
明
が
な
さ
れ
な
い
な
ど

「
決
断
力
」・「
指
導
性
」
の
な
さ

や
「
責
任
性
」
の
な
さ
が
み
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
市
長
自
身

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

「
規
律
性
」に
関
し
て
ゴ

ル
フ
旅
行
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

後
援
会
活
動
と
し
て
参
加
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
市
民
の
皆
様

か
ら
疑
惑
を
招
く
よ
う
な
行
動

は
厳
に
慎
む
べ
き
で
あ
り
、
今

後
も
市
政
の
最
高
責
任
者
と
し

て
、
よ
り
高
い
倫
理
観
を
持
っ
て

行
動
し
て
い
き
た
い
。

「
指
導
性
」に
つ
い
て
は
、
地

域
振
興
と
の
架
空
契
約
問
題
の

重
大
さ
、
複
雑
さ
か
ら
、
事
実
確

認
な
ど
慎
重
に
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、「
責
任
性
」で
は
、
契
約

行
為
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
懸

案
事
項
、
重
要
事
項
の
決
裁
に

つ
い
て
適
正
か
つ
公
正
で
あ
る

答

12
月
定
例
会
で
は
、
12
名
の
議
員
に
よ
り
、
2
日
間
に
わ
た
っ
て

一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
主
な
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

市
政
に
つ
い
て
聞
く
（
一
般
質
問
）

質問者名
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か
十
分
に
吟
味
し
て
お
り
最
終

的
な
責
任
が
私
に
あ
る
こ
と
を

認
識
し
て
行
っ
て
い
る
。

私
は
三
田
市
の
市
政
を
預
か

る
者
と
し
て
、ま
た
市
の
最
高
責

任
者
と
し
て
、今
後
も
そ
の
責
任

を
誠
実
に
果
た
し
て
い
く
覚
悟

で
あ
る
。総

合
計
画
後
期
重
点
戦

略
案
に
お
い
て
、
三
田
市
の
「
強

み
・
弱
み
」
を
ど
の
よ
う
に
分

析
、
整
理
し
て
い
る
の
か
。

戦
略
の
立
案
に
あ
た
っ
て
は
、

内
部
要
因
だ
け
で
な
く
、
他
都

市
の
動
向
な
ど
外
部
要
因
も
分

析
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

ま
ず
、
三
田
市
の「
強

み
・
弱
み
」に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

三
田
の
一
番
の
魅
力
は
豊
か
な

自
然
環
境
や
生
活
利
便
施
設
の

充
実
、
都
市
と
農
村
の
交
流
な

ど
生
活
の
質
を
重
視
す
る
暮
ら

し
を
実
現
で
き
る
要
素
が
あ
る

こ
と
で
あ
る
。

三
田
市
は
、
土
地
の
販
売
価

格
や
土
地
面
積
等
か
ら
、
不
利

な
部
分
も
あ
る
が
、
他
の
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
と
比
較
す
る
と
、
商
業

施
設
や
公
益
施
設
、
ま
た
環
境

緑
化
な
ど
の
面
で
か
な
り
優
位

に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

一
方
、
不
足
し
て
い
る
サ
ー

ビ
ス
は
公
共
交
通
で
あ
る
。
三

田
は
自
動
車
へ
の
依
存
率
が
高

く
、
特
に
年
齢
を
重
ね
た
後
の

生
活
に
不
安
を
感
じ
て
お
ら
れ

る
。今

回
の
後
期
重
点
戦
略
は
、

三
田
の「
強
み
」を
さ
ら
に
強
固

な
も
の
と
し
、
一
方「
弱
み
」を

克
服
す
る
た
め
、
周
辺
都
市
の

状
況
も
意
識
し
つ
つ
、
施
策
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
な
る
市
民
層
に
特
化

し
た
魅
力
向
上
の
た
め
の
施
策

に
絞
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

総
合
計
画
の
見
直
し
で

「
日
本
で
一
番
子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
」
を
目
指
す
と
な
っ
て
い
る

が
、
子
育
て
の
現
場
の
声
を
ど

う
い
か
す
の
か
。
ま
た
、
審
議
会

に
専
門
家
が
い
な
い
の
は
ど
う

答 問

し
て
か
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

子
育
て
支
援
に
関
わ
っ

て
い
る
方
の
声
を
生
か
す
こ
と

に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年
に
策
定

し
た「
三
田
市
次
世
代
育
成
支

援
地
域
行
動
計
画
」の
策
定
段

階
に
お
い
て
、
ご
意
見
を
い
た
だ

い
た
。

総
合
計
画
審
議
会
の
委
員
構

成
に
つ
い
て
は
、
市
の
目
標
人
口

の
修
正
や
重
点
的
に
取
り
組
む

政
策
を
総
合
的
に
審
議
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
幼
年
児
童
教
育

を
専
門
と
す
る
学
識
経
験
者
や

民
生
児
童
委
員
協
議
会
、
青
少

年
補
導
委
員
会
の
皆
様
に
参
画

い
た
だ
い
て
い
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
居
場

所
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

の
総
合
的
な
放
課
後
対
策
と
し

て
、
現
在
国
か
ら
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
と
居
場
所
づ
く
り
を
一

体
的
に
進
め
る「
放
課
後
子
ど

も
プ
ラ
ン
」が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
実
現
に
は
、
学
校
や
保
護

者
と
と
も
に
地
域
の
皆
さ
ん
の

参
画
が
重
要
で
あ
る
。
地
域
で

子
ど
も
た
ち
を
守
り
育
て
る
担

い
手
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、

市
の
体
制
整
備
と
あ
わ
せ
、
今

後
取
り
組
み
た
い
。

平
成
19
年
度
予
算
編
成

の
基
本
理
念
・
編
成
方
針
に
つ
い

て
伺
う
。国

の
構
造
改
革
に
よ
る

歳
出
削
減
や
交
付
税
総
額
の
縮

減
な
ど
、
地
方
財
政
を
取
り
巻

く
厳
し
い
状
況
の
も
と
で
来
年

度
予
算
を
編
成
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

こ
の
た
め
、
ま
ず
市
役
所
内

部
の
徹
底
し
た
改
革
を
進
め
、

財
政
の
健
全
化
を
目
標
に
、
限

ら
れ
た
財
源
を
真
に
優
先
す
べ

き
事
業
に
配
分
す
る
。
特
に
、

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
を

基
本
と
し
て
、
子
育
て
支
援
、
教

育
、
高
齢
者
施
策
に
重
点
的
に

配
分
し
て
予
算
を
編
成
す
る
。

な
ど
を
条
項
に
盛
り
込
む
と
と

も
に
、「
環
境
権
」に
つ
い
て
は
、

前
文
に
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
民
が
環
境
に
対
し

て
理
解
を
深
め
、
自
主
的
な
取

組
み
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
環
境

学
習
・
環
境
教
育
を
重
点
的
に

推
進
す
る
。
さ
ら
に
基
本
条
例

制
定
後
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
教

材
を
作
成
し
、
小
・
中
学
生
を
は

じ
め
市
民
の
方
々
に
条
例
を
広

め
る
と
と
も
に
、
環
境
に
配
慮

し
た
生
活
や
活
動
を
呼
び
か
け

て
い
き
た
い
。

問

問

答 答
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市
長
の
政
治
姿
勢

総
合
計
画
の
見
直
し

▲環境問題に取り組む市民（環境ワークショップ）

問答

問 新
年
度
予
算

環
境
政
策

新
た
に
制
定
予
定
の

「
環
境
基
本
条
例
」
に
環
境
と
他

分
野
と
の
統
合
を
は
じ
め
環
境

権
、
予
防
原
則
、
生
態
系
・
生
物

多
様
性
へ
の
配
慮
、
地
球
環
境
へ

の
配
慮
な
ど
を
、
理
念
・
考
え
方

と
し
て
だ
け
で
な
く
、
基
本
原

則
、「
ル
ー
ル
」
と
し
て
明
記
し

て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
条
例
内
容

を
解
説
し
た
教
材
を
作
成
し
、

環
境
教
育
に
役
立
て
る
こ
と
を

提
案
す
る
が
ど
う
か
。

今
日
の
環
境
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
は
、
日
常
生
活

や
事
業
活
動
が
環
境
に
負
荷
を

か
け
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
市

民
・
事
業
者
・
行
政
の
す
べ
て
が

環
境
配
慮
に
取
り
組
む
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

環
境
基
本
条
例
案
の
中
で
は

生
態
系
や
地
球
環
境
へ
の
配
慮

問答

市市
政政
のの
推推
進進

指指
導導
・・
監監
督督
責責
任任

後後
期期
重重
点点
戦戦
略略

子子
育育
てて
しし
やや
すす
いい
まま
ちち

3
月
定
例
会�

6
月
定
例
会�

9
月
定
例
会�

10
月
臨
時
会�

12
月
定
例
会�

計
�

会期�

本会議�
開催日数�
質問をした�
議員数�

傍聴者数�

市民センター�
などでの�
本会議�
視聴者数�

36 19 19 1 19 94日�

 5 4 4 1 4 18日�

 9 12 11 0 13 45人�

43 74 72 0 88 277人�

30 42 46 0 67 185人�
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